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　人ロの動き

　11月1日現在
男　　　　　5．・143（一4）

女5。274（一3）
言十　　　　10，417（一7）

世帯数　2，360（＋2）

（）内は前月との比較

　　　　　　　　　灘　　蕪禰獺鞭
　　　　　　　　　　鵬
　　　　　　　　　灘

　　　　　　　闘轟

　　　　つ叫掲お一

　　　　　　　　　　　　　　千手小プールで親子っり大会
　小春日よりの去る2日、千手小では、展覧会とならんで

プールがつり池に早がわり、にぎやかに親子つり大会が開

かれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r11月の休日救急医一一一一一一r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　はご　　を　ヨ
　これは、同校PTAのほねおりで実現したもの。　　　　　i　　16日　山口医院　2－21741

　子どもたちと父兄が腕を競いあって、4時間で約3．000　　1　　25日　池田医院　2－2581　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　「24日中条病院7－50181
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ匹のコイやフナをつりあげました。　　　　　　　　　　　1　　30日　富田医院　2－526g　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＿＿＿午前9時から午後5時まで．＿」
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町
長
選
・

町
議
補
選
は
無
投
票

根
津
町
長
三
期
目

　
先
月
十
二
日
に
告
示
さ
れ
た
町
長
選

挙
及
ぴ
町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、

対
立
候
補
が
な
い
た
め
、
い
ず
れ
も
無

投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
町
長
に
は
根
津
正
三
氏

が
三
選
、
ま
た
、
欠
員
一
議
席
の
議
会

議
員
に
は
、
清
水
守
平
氏
が
確
定
し
、

二
十
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が

わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

根
津
町
長
略
歴

　
大
正
三
年
十
月
十
七
日
生
ま
れ
（
六

十
一
歳
）
、
昭
和
二
十
二
年
上
野
村
収

入
役
に
就
任
、
三
十
六
年
か
ら
川
西
町

収
入
役
、
四
十
二
年
十
月
町
長
に
初
当

選
、
現
在
県
国
保
連
合
会
、
同
農
業
共

済
連
合
会
各
理
事

一
』

‘

当
選
の
抱
負

　
　
　
　
　
清
水
守
平
新

　
（
五
十
一
歳
・
山
野
田
・
商
業
）

〔
現
職
〕
町
青
色
申
告
会
長
、
十
日
町
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こ
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売
人
組

合
理
事
、
町
た
ば
こ
消
費
税
増
収
対
策

協
議
会
長
、
町
酒
類
小
売
店
組
合
長
、

町
国
保
運
営
委
員
、
十
日
町
高
校
川
西

分
校
p
T
A
会
長

〔
前
歴
〕
町
消
防
団
副
団
長
、
町
商
工

会
専
務
理
事
及
ぴ
千
手
支
部
長

〔
抱
負
〕
先
輩
議
員
の
万
々
の
よ
き
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
会
活
動

に
精
進
い
た
し
ま
す
。

　
最
近
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
、
生
活
者

主
権
、
消
費
者
主
権
と
い
っ
た
こ
と
が

さ
か
ん
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も

時
勢
感
覚
を
膚
に
感
じ
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
尊
重
し
、
町
政
へ
皆
様
と

と
も
に
参
画
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
川

西
町
、
い
わ
ゆ
る
住
み
よ
い
、
明
る
い

町
づ
く
り
の
た
め
、
及
ば
ず
な
が
ら
微

力
を
注
ぎ
た
い
考
え
で
す
。

町
議
会
は

先
月
三
＋
日

に
第
八
回
の

臨
時
会
を
開

き
、
会
期
一

日
で
教
育
委

員
の
任
命
同

意
な
ど
人
事

案
件
三
、
条

例
改
正
六
、

一
般
会
計
補

正
予
算
、
工

事
請
負
契
約

な
ど
の
ほ
か

請
願
一
件
を

受
理
し
ま
し

た
。

　
乙
の
日
は

先
の
町
長
選

町
議
補
選
後

　
こ
の
た
ぴ
、
町
民
の
皆
様
方
の
力

強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
三
度
町

長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
時
、
地
方
行
政
を
と
り
ま
く
情

勢
は
、
き
わ
め
て
き
ぴ
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
四
年
間
、
全

力
を
尽
し
て
町
政
発
展
の
た
め
、
町

氏

丸山収入役を再選

の
初
の
議
会
で
、
冒
頭
に
根
津
町
長
、

清
水
議
員
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
、
同
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
事

民
の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
、
か
わ
ら
ざ
る
ご
指
導

乱
期
に
上
野
村
収
入
役
に
就
任
以
来

二
十
八
年
間
、
地
方
自
治
に
従
事
し

愛
着
と

て
、
地
域
住
民
の
た
め
に
ど
れ
だ
け

貢
献
で
き
た
か
、
町
発
展
の
た
め
の

構
想
が
、
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
た
か

全
力
を
傾
注
し
て
き
た
つ
も
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
内
心
じ
く
じ
た
る
も

の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
た
な
る
任
期
発
生
を
機
に
、
反

　
　
生
き
が
い
と

誇
り
を
も
て
る
町
に

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
乙
の
ほ
ど
の
町
長
三
期
目
の
就
任

に
あ
た
り
、
過
去
い
く
た
の
で
き
ご

と
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
二
期
、
八
年

間
の
町
政
を
か
え
り
み
て
、
は
た
し

町
長根

津
正
三

省
す
べ
き
は
反
省
し
、
初
心
に
か
え

っ
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
さ
ら
に

新
し
い
構
想
を
も
っ
て
、
全
て
の
町

民
が
愛
着
と
、
生
き
が
い
と
、
誇
り

を
も
っ
て
く
ら
せ
る
、
立
派
な
町
づ

く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

車馬馬
ノ

教育委員に
　寺ケ崎の高

議
会
報
告

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
次
の
五
項
目
を
基

本
的
な
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

○
均
正
と
調
和
の
と
れ
た
町
政

O
健
康
と
福
祉
の
充
実

○
教
育
文
化
の
向
上

O
道
路
整
備
と
豪
雪
対
策
の
確
立

○
産
業
基
盤
と
生
活
環
境
の
一
体
的

整
備

　
人
と
土
地
と
自
然
、
そ
し
て
働
く

場
、
こ
れ
ら
が
全
て
均
正
と
調
和
の

と
れ
た
活
力
あ
る
、
美
し
い
心
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
通
じ
ま
す
。

　
楽
し
い
、
明
る
い
町
づ
く
り
こ
そ

長
期
展
望
に
立
っ
て
の
私
ど
も
の
使

命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

案
件
で
、
寺
ケ
崎
の
高
津
富
士
男
氏
が

二
十
七
歳
の
若
さ
で
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

井
精
一
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
に
は
、
寺
ケ
崎
の

高
津
富
士
男
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
生

れ
、
東
京
教
育
大
学
農
学
部
を
四
十
五

年
に
卒
業
、
同
大
学
研
究
科
を
四
十
七

年
に
修
了
さ
れ
、
自
宅
で
農
業
に
従
事

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
条
例
改
正
〉

事
和
久
井
氏
が

人
　
監
査
委
員
に

　
人
事
案
件
は
、
○
任
期
満
了
を
む
か

え
る
収
入
役
の
選
任
、
O
議
会
選
出
の

監
査
委
員
の
選
任
、
○
教
育
委
員
の
任

命
同
意
の
三
件

　
こ
の
結
果
、
収
入
役
に
は
、
現
収
入

役
の
丸
山
精
二
郎
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し

た
。
同
氏
は
、
原
田
の
出
身
、
五
十
七

歳
、
橘
村
役
場
書
記
を
振
り
出
し
に
、

町
議
会
事
務
局
長
、
企
画
室
長
な
ど
を

経
て
、
四
十
六
年
か
ら
収
入
役
に
就
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、
和
久

再選の丸山収入役

　
条
例
改
正
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
災
害
救
助
条
例
の
一
部
改
正

二
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
ぴ
災
害
援
護

　
資
金
の
貸
付
条
例
の
一
部
改
正

三
、
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

四
、
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正

五
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

六
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

野
ロ
・
白
倉
間
農
道

整
備
に
千
七
十
五
万

　
　
　
　
工
事
は
吉
楽
土
建
が

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
三
回
目
の
も

の
、
千
五
百
二
十
五
万
四
千
円
を
追
加

し
て
、
総
額
は
十
五
億
八
千
六
百
二
十

四
万
円
で
す
。

主
な
も
の
は

◎
野
口
、
白
倉
間
農
道
軽
微
事
業
工
事

　
費
追
加
、
千
七
十
五
万
円

◎
林
道
開
設
工
事
費
追
加
、
三
百
七
十

　
一
万
円
、
な
ど
．

　
歳
入
面
は
、
国
県
支
出
金
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
請
負
契
約
は
、
前
記
野

口
、
白
倉
間
の
農
道
軽
微
事
業
で
、
㈱

吉
楽
土
建
が
、
千
二
百
万
円
で
工
事
を

行
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
乙
の
議
会
で
受
理
さ
れ

た
請
願
は
、
町
道
山
野
田
、
学
校
線
改

良
舗
装
に
関
す
る
も
の
で
、
関
係
委
員

会
に
付
託
の
う
え
審
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
清
水
守
平
議
員
は
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
席
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

飲
酒
王
転
し
な
い
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町の総人ロ10，206人に
前回よりく711垂帯＞の減少

四
十
年
以
降
の

人
口
の
推
移

　
国
勢
調
査
の
町
の
結
果
が
判
明
し
ま

し
た
。

　
乙
れ
は
、
総
理
府
が
全
国
集
計
し
、

発
表
す
る
ま
で
は
正
規
の
数
字
と
し
て

使
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
町
の
集
計
は

ほ
ぼ
変
更
な
い
も
の
と
考
え
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
部
落
別
の
調
査
結
果
及
ぴ
前
回
と
の

比
較
は
、
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

　
乙
れ
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
今
年

十
月
一
日
の
町
の
人
口
は
、
一
万
二
百

六
人
と
な
り
ま
し
た
。
四
十
五
年
調
査

よ
り
七
百
六
十
九
人
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
世
帯
数
に
お
い
て
も
、
百
十
一
世
帯

の
減
少
で
、
二
千
三
百
四
十
五
世
帯
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
四
十
年
対
四
十
五
年
の

対
比
（
人
口
千
二
百
二
十
二
人
、
百
五

十
六
世
帯
の
減
）
よ
り
、
減
少
率
は
低

下
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
五
年
間
に
町

の
様
子
が
大
き
く
か
わ
っ
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
見
、
星
名
新
田
、
霧
谷

の
各
部
落
の
居
住
者
が
な
く
な
り
ま
し
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た
。
特
に
減
少
の
は
げ
し
か
っ
た
仙
田

地
区
で
は
、
地
区
人
口
の
四
分
の
一
弱

が
他
に
移
住
し
て
お
り
、
過
疎
現
象
の

は
げ
し
さ
が
物
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
千
手
地
区
で
は
、
わ
ず
か
な

長
時
間
駐
車
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

セ

が
ら
増
加
の
き
ざ
し
も
見
ら
れ
、
全
体

に
挙
家
離
村
も
落
ち
つ
き
を
し
め
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
町
の
人
口
は
、

ほ
ぼ
定
着
し
た
と
見
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

こ
遠
慮
く
だ
さ
い

ン
タ
ー
前
を
駐
車
規
制

　
総
合
セ
ン
タ
ー
前
の
駐
車
場
の
利
用

に
つ
い
て
、
来
月
一
日
か
ら
一
定
の
規

制
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
降
雪
期
の
混
雑
や
、
ト
ラ
ブ
ル
、
災

害
、
事
故
な
ど
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
制

限
を
行
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
施
設
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
方
々
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

囹
駐
車
ほ
必
ず
届
出
て

　
セ
ン
タ
ー
前
に
駐
車
す
る
場
合
は
、

必
ず
セ
ン
タ
ー
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
を
指
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
は
、
町
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
、
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
に
来
館
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
人
の
車
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
に
来
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
人
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
に
駐
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
な
い
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
の
車
、
な

　
　
　
　
5

ど
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
、
商
店
な
ど
に
所
用
で
訪
ず

れ
た
人
の
車
も
、
支
障
の
な
い
限
り
駐

車
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
短
時
間
と
な
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。　

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
セ
ン
タ
ー
に

”
電
話
の
加
入
手
続
き
”

　
　
代
行
業
者
に

　
　
ご
注
意
を
〃

　
最
近
、
保
証
金
五
千
円
を
と
っ
て
、

電
話
の
加
入
手
続
き
を
代
行
す
る
業
者

が
、
川
西
町
を
巡
回
し
て
い
ま
す
が
、

電
電
公
社
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん

　
電
話
の
加
入
手
続
き
に
は
、
保
証
金

や
手
数
料
は
一
切
不
要
で
す
。

　
電
話
の
申
込
み
か
ら
加
入
ま
で
の
手

続
き
は
、
ご
く
簡
単
で
あ
り
、
電
電
債

『
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
一
＝
葡
＝
＝
＝
＝
＝
＝
囎
＝
＝
＝
噛

タ
コ
あ
げ
に
注
意

　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
か
ら

　
最
近
、
ア
メ
リ
カ
製
タ
コ
が
流
行
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
タ
コ
を
電
線
に
引

a
O
口
巴
願
日
8
9
8
0
0
0
0
0
0
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0
ロ
●
0
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0
6
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9
■
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■
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■
9
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9
0
8
ロ
9
0
■
■
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15～16日

町
の
“
化
石
”
な
ど
も
展
示

美
術
展
が
せ
ま
り
ま
し
た

　
町
は
じ
め
て
の
美
術
展
が
、
い
よ

い
よ
十
五
㊥
十
六
日
㈲
に
せ
ま
り

ま
し
た
。
町
内
の
お
年
寄
り
か
ら
中

学
生
ま
で
、
多
数
の
出
品
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
職
場

の
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　
会
場
で
は
、
同
時
に
十
日
町
高
校

川
西
分
校
の
地
学
ク
ラ
ブ
が
、
活
動

の
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。

00

　
展
示
内
容
は
、
町
内
で
産
し
た
貝
”

類
、
植
物
な
ど
の
化
石
、
火
山
灰
な
”

ど
を
中
心
に
、
町
の
過
去
の
地
形
復
”

元
模
型
、
夏
季
研
修
旅
行
時
の
気
象
”

観
測
の
結
果
な
ど
で
す
。

　
特
に
、
大
正
年
代
に
根
深
で
み
つ
…

か
っ
た
〃
ナ
ウ
マ
ン
象
の
歯
〃
は
見
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

も
の
と
い
え
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

長
時
間
駐
車
が
目
だ
っ
て
い
ま
し
た
が

以
後
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

巳OOgOOO■0口■0■00口OO●900606900口009■00■
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届
出
て
指
示
を
受
け
て
か
ら
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
従
来
、
と
か
く
夜
、
昼
を
問
わ
ず
の

・一r一総ノ

400 一一司　嬰
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6

　
券
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
お

　
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
で
直
接
加
入
手

　
続
き
を
す
る
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し

　
ま
す
。

　
　
な
お
、
架
設
費
用
は
、
単
独
電
話
の

　
場
合
、
加
入
料
三
百
円
、
設
備
料
五
万

　
円
、
電
電
債
券
引
受
額
十
二
万
円
、
合

　
計
十
七
万
三
百
円
で
あ
り
、
電
電
債
券

　
を
一
般
の
証
券
会
社
に
売
却
す
る
と
、

　
手
数
料
、
取
引
税
を
支
払
っ
て
も
、
加

　
入
料
、
設
備
料
を
含
め
て
五
万
九
千
円

　
く
ら
い
で
お
取
付
け
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
十
日
町
電
報
電
話
局

　
　
　
　
千
手
・
橘
・
仙
田
郵
便
局

＝
＝
＝
＝
＝
＝
鵯
＝
噸
＝
＝
＝
蘭
＝
輌
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝

　
っ
か
け
、
取
り
は
ず
そ
う
と
し
て
感
電

　
死
傷
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
電
線
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
タ
コ
あ
げ

　
を
し
な
い
よ
う
に
、
万
一
引
っ
か
け
た

　
と
き
は
、
自
分
で
取
り
は
ず
さ
な
い
で

　
東
北
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



雌恕畿イ錫鶉｝第207号＠）し広報かわに昭和50年11月10日

昭和50年国勢調査（概数）と昭和45年国勢調査との比較

事項 45　年 国　　調 50　年 国　　調 比 較 45年対比（100）

町名 世帯数 男 女 言十 世帯数 ■一男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数 人　口

中　島　町 59 74 82 156 40 75 78 155 1 1 △　4 △　5102．56 98．07

山　野　田 55 65 74 139 52 65 66 151 △11 0 △　8△　8 96．96 94．24

発電所通り 騒 98 119 217 66 155 145 278 15 57 24 61 12452 128．11

下　　　　平 4i 8 7 15 1 1 1 2 △　5 △　7 △　6△15 25．00 1535
永久公舎 271 49 35 84 20 52 26 58 △　7 △17 △　9 △26 7407 6904
栄　　　　町 0 0 0 0 15 26 24 50 15 261　24 50 0 0
四　郎　兼 30 68 74 142 ろ2 71i　711

142 2 乙i△ろ
1 0 106．66 10〔LOO

東　善　寺
上　　　　町

中　央　町

田　中　町

神　社　町

学　校　町

57

25
351
40
52
52

74i
571
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931
621

99
58
67
94
71

175
115
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36
24
51
4ろ

51

57
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　52
　541
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1 28

162
99

106
187
142
242
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　　101

li会11
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　10，

△11
△16
△12
　0
　9
　20

9Z29
9600
96㌧87

10Z50
96㌧87

10961

95．64

86．08

8985
100．00

106．76

1．0900

中　屋　敷

寺　　　尾
木　　　島
沖　　　　立

46
46
54
89

1041
96！

84i
931

　121gi

118
12↑

95
127
216

217
177
220
455

45
46
58
90

95
87

109
222

116
88

155
208

209
175
242
450

△　1
　0
　4
　1

乙
1
6
3
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　1△　5
　　　6
　　△　8

△　8
△　2
　22
△　5

9Z82
100．00

10ス41
101．12

％、51

9亀87
11〔LOO

98．85

伊　　　友 76 　！186i 205 389 76 185 190 375 0 △　1 △1ろ △14 100．00 96．40

高　原　田 57
3

791 97 176 60 120 得9 259 23 41 42 85 162．16 14Z16
坪　　　　山

霜　　　条

鶴　　　吉

49
42
11

1511
100！

501

124
111

53

255
211

65

47
40
11

127
88
ろ2

120
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55

247
188
65

△　2
△　2
　0

△　4
△12
　2

△　4
△11
　0

△　8
△25
　2

95．92

9524
100．00

％㌧86

8910
105．17

平　　　見 4 10i
1

9 19 0 0 0 0 △　4 △10 △　9△19 0 0
ノ」￥　　　計 859 　撃↑85112，032 5865 901 1，913 2，029 5，942 42 82 △　5 79 104．89 102．05

上　　　　野 161 337 365 702 180 578 597 775 19 41 ろ2 75 111．80 1↑a40

元　　　　町 58 155 135 290 60 147 135 280 2 △　8△　2△10 103．45 96．55

新町新田 71 175 168 543 77 184 172 556 6 9 4 15 108．45 10579

下平新田 47 112 112 224 44 105 99 204 △　5 △　7 △1ろ △20 95．62 91．07

三　　　領 30 69 63 132 29 66 67 155 △　1 △　5 4 1 96．67 10076
ノ」￥根　岸 16 45 44 89 16 44 42 86 0 △　1 △　2 △　5100．00 96．65

星名新田 ろ 10 6 16 0 0 0 0 △　5 △10 △　6 △16 0 0
ノ」・　　　計 386 903 89ろ 1，796 406 924 910 1，854 20 21 17 58 105．18 102．12

木　　　落 88！ 218 209 427 88 205 208 411 0 △15 △　1 △16 10〔LOO ％．25

寺　ケ　崎

塩　　　辛

　112i
　｝
191

26
45

27
58

5ろ

105

12

18
27
4乙

18

48
45
91

　0
△　1

　1
△　2

△　9
△10

△　8
△12

100．00

94．74

84．94

88．55

仁　　　　田

野　　　　口

147i
1211

，
328
264

544
265

672
527

147
120

509
252

329
257

638
509

　0
△　1

△19
△12

△15
△　6

△54
△18

100．00

99．17

94．94

％．58

四　十　歩 51 8 7 15 ろ 6 5 11 0 △　2 △　2△　4100．00 75．55

原　　　　田 551
書

90 81 171 ろ2 76 71 147 △　5 △14 △10 △24 91．45 85．％

根　　　　深 25 53 74 127 25 5｛ 70 121 △　2 △　2 △　4 △　6 92．00 9528
下　　　　原 21 56 59 115 19 46 54 100 △　2 △10 △　5△15 90．48 86．96

ノ」￥　　　計 471 1，088 1，122 2，210 462 1，015 1，060 2，075 △　9 △75 △62 △137 98．09 95．80

中　仙　田

室　　　島
ノ」・　　　脇

高　　　倉

141

90
ろ1

57

265
176
75

125

271

186
60

124

554
562
155
249

125
68
27
56

231

157
56
87

245
149
51

71

474　△18／1

糊会21
窪58i△21

△ろ2
△59
△19
△58

△28
△ろ7
△　9
△5乙

△60
△76
△28
△91

8Z25
75．5溢

8Z10
65．16

88．76

7901
7926
65．45

藤　　　　沢

田　　　　戸

42
57

95
75

89
85

182
160

2乙

ろ2

51

61
45
71

　旨％1△壕9
152i△5

△42
△14

△44
△14

△86
△28

54．76

86．49

52．75

82．50

越　ケ　沢 38 75 86 161 17 51 34 65 △21 △44 △52 △96 44．乃 40．57

赤　　　　谷 75 147 148 295 65 145 156 279 △12 △　4 △12 △16 84．00 94ら58

岩　　　瀬 66 151 150 281 6ろ 120 『134 254 △　5 △11 △16 △27 95瓦45 9α59
大　　　倉 18 45 ろ8 81 12 26 25 49 △　6△17 △15 △52 66．67 6α49
大　白　倉 57 155 129 262 40 82 85 167 △17 △51 △44 △95 7〔M8 6574
ノ』￥　白　倉 79 185 181 566 72 147 145 290 △　7△38 △58 △76 91．74 7925

霧　　　谷 9 21 17 58 0 0 0 0 △　9 △21 △17 △58 0 0
ノ」￥　　　計 740 1，542 1，564 5，106 576 1，172 1，185 2．3 △164△370 △579 △ 7Z84 75．89

合　　　計 2．45溢 5，ろ64 5，611 10，975 2，345 5，022 5，184 10，206 △111 △542 △427 △769 95．48 92．99

99181ぎ

ザ
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一
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ユ
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違
反
す
る
と
公
表
さ
れ
ま
す
。

ロ
　
み
「
「
聞
ゆ
涯
」
ー
ノ
【
て
目
G
一
《

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

昭和50年11月10日しにわカΣ報広｛野畿養易絹｝第207号（5）

『
克
雪
管
理
セ
ン
タ

今
月

1
』

か
ら
オ
ー
プ
ン

仙
田
出
張
所
、
へ
き
診
も
こ
の
中
に

　
赤
谷
地
内
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

た
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

今
月
一
日
か
ら
皆
さ
ん
に
開
放
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
一
月
か
ら
、
ほ
ぼ
一
年
間

を
か
け
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
、
総
工

事
費
は
お
よ
そ
八
千
百
五
十
七
万
六
千

円
（
本
工
事
費
七
千
三
百
四
十
二
万
円

）
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

　
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
名
に

ふ
さ
わ
し
く
、
冬
の
生
活
を
確
保
す
る

蓋
　

こ
と
を
大
き
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す

が
、
あ
わ
せ
て
《
役
場
の
仙
田
出
張
所

と
、
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
も
、
こ

の
建
物
内
に
場
所
を
移
し
、
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て

の
こ
の
建
物
は
、
総
面
積
が
約
六
百
九

平
方
メ
ー
ト
ル
、
階
別
の
使
用
目
的
は

　嚢←r一

麗羅

禦
㎜鞠蝋

蹴

柵
　
　
　
伽

糟

｛

蝋

　W　r矯■　w赫「rW

▲全
レ共同

▼診療

睾
葦
　
　
葦

縦

儲

△
一
階
”
除
雪
機
械
の
車
庫
、
乗
務
員

宿
泊
室
、
浴
室
、
診
療
室
、
待
合
室
、

事
務
室
な
ど
。

△
二
階
”
集
会
室
、
共
同
作
業
所
、
保

育
室
、
台
所
兼
食
堂
な
ど
。

　
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
、
こ
の
地
域

に
不
足
が
ち
で
あ
っ
た
集
会
や
娯
楽
の

施
設
と
し
て
、
ま
た
、
共
同
で
行
う
内

職
作
業
の
場
な
．
ど
に
、
幅
広
く
利
用
で

き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
施
設
と
し
て
、
大
い
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
申
込
み
や
、
建
物
の
見

学
な
ど
は
、
直
接
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

ヘ
ど
う
ぞ
。

　
電
話
は
、
仙
田
局
　
二
番
　
で
す
。
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鴇
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鞭

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ

榊
螂
磯

＊＊＊＊ホ

紳
　
趣
味
と
実
益
を
ね
ら
う

ホ

料
　
上
野
の
お
年
寄
り
た
ち

＊ホ
料
　
　
老
人
の
生
き
が
い
対
策
が
う
ん
ぬ

紳
　
ん
さ
れ
て
い
る
今
日
、
自
分
た
ち
の

　
料
　
趣
味
と
実
益
を
か
ね
、
楽
し
い
毎
日

料
　
を
お
く
っ
て
い
る
お
年
寄
り
た
ち
が

ホ
料
　
あ
る
。
ご
紹
介
し
よ
う
。

料
　
　
上
野
の
根
津
浩
さ
ん
を
は
じ
め
と

　
料
　
す
る
山
家
音
平
、
田
村
寛
治
、
上
村

料
　
正
之
、
高
橋
朝
治
、
富
井
貞
雄
、
田

ホ
淋
　
口
文
治
、
清
水
鉄
蔵
、
南
雲
熊
吉
の

料
　
九
名
の
方
々
で
あ
る
。

＊

町
内
さ
イ
ぽ
…
＊
＊
＊
…
…
＊
＊
＊
＊
き
＊
＊
＊
…

　
根
津
さ
ん
は
、
人
も
知
る

造
林
事
業
の
先
駆
者
、
先
年

上
野
の
山
で
大
規
模
な
造
林

を
行
っ
た
際
、
切
り
倒
し
た

雑
木
を
利
用
し
て
の
し
い
た

け
栽
培
を
思
い
た
ち
、
仲
間

に
相
談
を
も
ち
か
け
た
。

　
〃
晩
し
ゃ
く
代
に
で
も
な

れ
ば
〃
と
賛
同
し
た
の
が
こ

の
人
た
ち
。

　
年
寄
り
に
と
っ
て
、
山
か

ら
の
原
木
搬
出
は
、
か
な
り

の
苦
痛
で
あ
っ
た
ら
し
い
が

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
菌
を
う

え
た
ホ
ダ
木
は
五
千
本
、
よ

う
や
く
今
秋
か
ら
収
穫
が
始

ま
っ
た
。
百
グ
ラ
ム
八
十
円
く
ら
い

の
袋
づ
め
に
し
て
農
協
に
売
り
出
す

と
か
、
最
盛
期
に
は
、
さ
ば
き
き
れ

な
く
な
る
か
ら
、
近
所
の
人
た
ち
に

安
く
分
け
て
あ
げ
た
い
、
と
今
か
ら

P
R
も
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
仲
間
の
中
に
は
特
技

の
持
ち
主
が
い
る
も
の
で
、
南
雲
熊

吉
さ
ん
が
ワ
ラ
細
工
の
達
人
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
で
、
昨
年
は
ぞ
う
り
お
よ

そ
六
百
足
を
作
っ
た
。

　
］
部
希
望
者
に
く
れ
た
が
、
五
百

足
近
く
を
町
に
寄
付
、
町
で
は
海
水

浴
に
は
も
っ
て
こ
い
、
と
欲
し
い
人

に
分
け
て
や
っ
て
い
る
。
　
（
希
望
者

は
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
）

　
今
年
は
、
し
め
な
わ
、
ぞ
う
り
、

な
ど
を
作
ろ
う
と
、
青
刈
り
稲
、
ガ

マ
な
ど
、
多
く
の
材
料
を
確
保
し
て

い
た
。
作
品
の
一
部
を
拝
見
し
た
が

こ
れ
も
な
か
な
か
み
ご
と
な
も
の
、

欲
し
い
人
は
、
直
接
申
込
め
ば
、
実

費
で
譲
っ
て
く
れ
る
か
も
：
：
：
。

　
メ
ン
バ
ー
で
は
さ
ら
に
、
節
黒
城

保
存
会
の
一
翼
も
に
な
っ
て
い
る
。

　
み
ん
な
で
菊
づ
く
り
に
も
精
を
出

し
て
お
り
、
結
構
仕
事
が
多
い
。

　
多
少
の
収
益
も
、
今
の
と
こ
ろ
は

全
員
た
し
な
む
ア
ル
コ
ー
ル
で
ほ
と

ん
ど
消
え
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
を

は
り
あ
い
に
、
ま
た
み
ん
な
が
集
ま

っ
て
く
る
。

　
む
ず
か
し
い
こ
と
を
考
え
ず
に
、

気
楽
に
集
え
る
仲
間
、
そ
ん
な
こ
と

が
案
外
お
年
寄
り
に
は
う
け
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

　
そ
ん
な
中
に
、
さ
さ
や
か
な
目
的

が
見
出
せ
れ
ば
最
高
で
あ
ろ
う
。

　
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、
し
い

た
け
収
穫
に
い
そ
し
む
お
年
寄
り
の

背
に
、
小
春
ぴ
よ
り
が
暖
く
注
い
で

い
た
。
（
写
真
）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
・
零

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
十
月
分
】

◎
入
手
品
　
ひ
だ
な
、
脱
穀
機
、
半
藤

逸
我
作
お
ぼ
ん
二
枚
、
上
野
美
術
展
入

選
作
、
鳥
追
い
の
画
（
寄
贈
者
佐
藤
善

松
作
）
の
写
真
、
糸
く
り
機
、
明
治
年

代
の
種
湿
外
八
枚

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
高
橋
賢
治
（

田
戸
）
、
佐
藤
善
松
（
東
京
都
東
村
山

市
）
、
山
家
誠
二
（
木
落
）
、
富
井
源

三
（
上
野
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

香
典
返
し
三
件

◎
野
口
の
滋
野
定
良
さ
ん
か
ら
、
先
に

亡
く
な
ら
れ
た
父
定
治
さ
ん
の
香
典
返

し
と
し
て
三
万
円
。

◎
中
屋
敷
の
南
雲
喜
平
さ
ん
か
ら
、
亡

く
な
ら
れ
た
父
乙
松
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
二
万
円
。

　
い
ず
れ
も
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◎
坪
山
の
中
村
衛
さ
ん
か
ら
、
亡
く
な

ら
れ
た
父
良
一
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し

て
三
万
円
。

　
町
社
会
福
祉
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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広

報
か
わ
に
し
を

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か

◎
広
報
か
わ
に
し
は
、
皆
さ
ん
に
読
ま
れ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

◎
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し

よ
う
か
。

　
広
報
紙
づ
く
り
の
過
程
で
は
、
い
つ

も
こ
ん
な
疑
問
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
か
ら
、
読
者
の
皆
さ

ん
に
、
広
報
に
つ
い
て
の
感
想
を
聞
い

て
歩
く
〃
読
者
に
聞
く
〃
の
欄
を
設
け

て
み
ま
し
た
。

遡
う
舗
納
蠣
蕨
澱

灘
り
よ
い
広
報
か
わ
に
し
づ

　
　
　
　
く
り
に
、
あ
な
た
の
ご
意

　
　
　
　
見
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

奪
山
き

麟
議
鱗
驚

　
　
　
　
　
事

三
、
今
の
ま
ま
で
よ
い
。

四
、
今
の
ま
ま
で
よ
い
。

五
、
特
別
に
な
い
。
　
　
　
　
（
農
業
）

　
質
問
内
容

一
、
あ
な
た
は
、
広
報
か
わ
に
し
を
よ
く

　
読
ん
で
い
ま
す
か
。

二
、
と
く
に
よ
く
読
む
記
事
は
、
ど
ん
な

　
も
の
で
す
か
。

三
、
広
報
か
わ
に
し
の
紙
面
づ
く
り
を
ど

　
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

四
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
に
、
ど
ん
な
内

　
容
を
の
せ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

五
、
そ
の
他
広
報
に
望
む
こ
と
を
ど
う
ぞ
。

早
速
今
月
は
こ
の
方
々
で
す

現
状
で
よ
い
　
　
　
落
の
話
題
な
ど
身
近
か
な
も
の
を
．

手
に
届
く
の
が
楽
し
み

　
　
小
脇
　
斉
木
ト
ミ
さ
ん
働

一
、
手
に
届
く
の
が
楽
し
み
、
毎
回
欠

か
さ
ず
読
ん
で
い
る
。

二
、
戸
籍
の
窓

三
、
字
が
細
か
い

四
、
一
般
質
問
の
様
子
を
詳
し
く
、
部

五
、
保

存
用

の
表

紙
を
。

　
と

じ
込

み
の

穴
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
　
（
主
婦
）

休
日
救
急
医
を
続
け
て

　
　
上
野
　
高
橋
輝
子
さ
ん
G
9

一
、
主
人
と
欠
か
さ
ず
目
を
と
お
す
。

一
一
、
戸
籍
の
窓

三
、
今
の
ま
ま
で
よ
い

四
、
休
日
救
急
医
を
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
。

五
、
手
に
届
く
の
が
遅
れ
る
。
（
主
婦
）

人
権コ

ー
ナ
ー
⑦

互
い
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
り
ま
し
よ
う

　
個
人
の
名
誉
、
信
用
に
関
連
し
て

社
会
の
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

も
の
に
、
　
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
　
「
個
人
の
自
由
を

楽
し
む
権
利
」
、
ま
た
は
、
　
「
私
事

を
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
権
利
」

で
、
本
来
の
性
質
は
、
幸
福
追
求
権

の
一
種
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
尊
厳
と
い
う
思
想
は
、
相

互
に
人
格
を
認
め
あ
っ
て
、
不
当
な

干
渉
か
ら
自
我
が
保
護
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
確
実
な
も
の
と
な
る
乙

と
で
し
よ
う
し
、
そ
の
た
め
に
は
、

正
当
な
理
由
が
な
く
他
人
の
私
事
を

公
開
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。

広
島
の

　
　
　
原
爆
供
養
塔
納
骨

　
　
　
遺
族
の
調
査

　
広
島
市
の
、
原
爆
供
養
塔
に
は
、
い

ま
だ
に
、
氏
名
等
が
判
明
し
な
が
ら
、

遺
族
の
わ
か
ら
な
い
遺
骨
が
千
六
百
十

五
柱
安
置
し
て
あ
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
、
広
島
市
長
か
ら
、
遺
族
調
査

の
依
頼
と
、
原
爆
供
養
塔
納
骨
名
簿
が

届
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
の
身
う
ち
、
知
人
等
が
、
そ
の

当
時
に
広
島
市
に
お
い
て
、
被
災
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
方
は
、

役
場
社
会
課
で
保
管
し
て
い
る
名
簿
を

お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
請
求
の
お
知

ら
せ

　
日
革
事
変
以
降
の
戦
没
者
の
遺
族
に

対
し
て
、
特
別
弔
慰
金
二
十
万
円
（
国

債
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
年
四
月
一
日
現
在
で

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、
給
与
金
等

の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い
場

合
に
該
当
に
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
だ
、
こ
の
請
求
を
し
て
い
な
い
遺

族
は
、
役
場
社
会
課
に
申
出
て
く
だ
さ

い
。

　
受
給
権
の
あ
る
人
は

戦
没
者
の
妻
、
子
、
父
母
、
養
父
母
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
で
す
。
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覧
　
、
　
亀
　
し
　
亀
　
覧
　
ら
　
覧
　
唱
　
覧
　
、
　
馬
　
覧
　
亀
　
鮎
　
、
　
覧
　
覧
　
魁
　
覧
　
覧
　
、
　
鮎
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覧
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昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高南増半中江
橋雲田田村口

福羅腿毒

相
崎
芳
太
郎

齋
藤
吉
太
郎

丸
山
直
松

小
白
倉

坪
山

室
島

神
社
町

中
央
町

原上沖室

田野立島

八八七七七六六六四
九五九二〇七七六九

た
か
さ
ご
t
ご
円
満
に

庁
内
人
事

▽
採
用
／
十
月
一
日
付

　
川
西
中
学
校
・
江
口
忠
夫

◎
新
郎

（◎
新
婦

◎
新
郎

（◎
新
婦

増
田
修

増
田
千
代
榮

野
澤
政
義

小
海
規
子

室
島

室
島
か
ら

野
口

＋
日
町
か
ら

◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎
大佐赤佐清小角関高高岡戸小樋上平羽羽酒丸丸大富樋小桑吉保
島藤池藤水林谷　橋橋村田林口村野鳥鳥井山山久井口量原野坂
　　み　 タ　　　八シ百　保ハ晶多摯警孕塁學嬰享墨摩巽睾警超轟事桑享籍享透皐憲享薫争葵季登

十小静藤中中塩発三三岐仁東中上四木木田糞上栄中中東室千沖
立葉

か
ら

島京
か
ら

中
仙
田

中
里
か
ら

栄
町

上
野
か
ら

発
電
所
通
り

田
中
か
ら

木
落

木
落
か
ら

四
郎
兼

上
野
か
ら

中
仙
田

仁岐三三 東
京
か
ら

　
　
田

　
　
阜
か
ら

　
　
領

　
　
領
か
ら

発
電
所
通
り

塩
沢
か
ら

中
屋
敷郷

か
ら

沢岡
か
ら

脇

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

入
澤
裕
美

田
中
桂
子

野
澤
淳
子

星
野
　
一

江
口
俊
也

高
橋
ま
ゆ
み

高
橋
千
恵
子

佐
藤
賢

川
上
秀
行

山
田
正
樹

常龍富要茂春勝茂平次
夫二幸一　夫行　一男

二
女
上
野

二
女
小
白
倉

二
女
野
口

長
男
発
電
所
通

二
男
小
白
倉

長
女
東
善
寺

長
女
坪
山

長
男
発
電
所
通

二
男
学
校
町

長
男
仁
田

　
　
　
　
ヤ
　
び

　
　
ヨ
　
　
ヤ敷

礁
藤

ぴ
轟
曹
嚢

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

　
O
コ
ス
モ
ス
の
花
ゆ
れ
朝
の
風
少
し

　
O
き
け
ぎ
り
す
立
退
く
家
の
日
の
迫
る

　
　
秋
の
灯
に
光
る
頭
と
な
り
し
我
よ

　
　
高
ら
か
に
威
銃
音
秋
晴
る
㌧

　
　
残
業
の
妻
つ
つ
ま
し
く
夜
食
す
る

　
　
秋
茄
子
の
濃
紺
朝
の
食
す
す
む

　
　
　
　
　
　
　
白
倉
片
桐
玉
章

　
　
乗
り
捨
て
し
舟
あ
り
桐
の
一
葉
か
な

　
　
渡
り
鳥
日
毎
に
増
し
て
冬
近
し

　
　
朝
の
茶
に
茶
柱
立
ち
て
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
凡
石

　
　
野
沢
菜
を
洗
う
流
れ
の
水
澄
め
る

　
　
刈
田
原
と
な
り
て
案
山
子
の
破
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

　
　
秋
風
や
月
に
か
か
れ
る
雲
迅
し

納
税
メ
モ

間
接
税
に
つ
い
て
（
続
）

○
物
品
税
睡
第
一
種
物
品
（
貴
金

　
属
宝
石
類
）
は
、
販
売
業
者
に

　
対
し
、
小
売
時
の
価
格
に
よ
り

課
税

　
　
第
二
種
物
品
（
自
動
車
類
、

　
娯
楽
用
品
、
電
気
器
具
、
楽
器

　
カ
メ
ラ
、
化
粧
品
な
ど
）
は
、

　
製
造
業
者
に
対
し
、
製
造
場
か

　
ら
移
出
の
際
、
価
格
に
よ
り
課

　
税

○
ト
ラ
ン
プ
類
税
肪
（
マ
：
ジ
ヤ

　
ン
、
ト
ラ
ン
プ
、
花
札
等
）
は

　
製
造
業
者
に
対
し
、
製
造
場
か

　
ら
移
出
し
た
組
数
に
よ
り
課
税

　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
続
）

㌧

ザ
ゆ

b




